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管理栄養士

気分
きぶん

爽快
そうかい

②複数の職場が連携した活動

④組織全体で取り組んだ活動 千葉　直美

今福　直美 看護師

看護師

看護師柴崎　淳子

久保　雅昭 理学療法士

軸丸　直美 MSW

小山　康子 事務

伊藤　研晶 事務

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）　①患者への食事満足度聞き取り調査     ②食形態の変化
　　　　　　  ③食事摂取量の変化    ④意欲の指標の変化

（目標値）　検討中

①食事前の手洗いを患者のADLの状態にあわせて実施。石鹸は患者が好むものを使用
②食事前のうがいを患者のADLの状態にあわせて実施。うがいの水は、水の他、レモン水、緑茶など患者が
好むものを使用
③食事前の口腔体操を患者の嚥下状態に合わせて実施。先行期に障害がある患者にはメニューの読み上
げを行うなど工夫する
関わる時は患者と視線をあわせて行う

（実施前）　未実施

（実施後）　未実施

柴崎
しばさき

　淳子
じゅんこ

　（看護師）湘南慶育病院

③患者サービス・患者満足度の向上をめざすもの

取り組種別 施策実行型

活動期間
看護師

看護師

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

①診療部門

②支援部門

看護師

齊藤　美登代

西上　郁子

渡部　直美

柴崎　淳子　（看護師）

村上　裕紀 看護師

倉持　聡美

高梨　珠恵 看護師

中西　薫 看護師

施設名

演題名
湘南慶育病院における入院患者の食の満足度の向上

～「その人らしさ」を重視した 食事前手洗い・うがいの効果～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

昨年度患者の幸せホルモンを増加させるために「食への満足度の向上」に取り組んだ。対策の方法として食
前の口腔体操と歌を唄うことを行ったところ若干向上した。人にとって「食事を美味しく食べる」ことは幸せを
感じる大きな要因である。しかし昨年度の方法は集団での取り組みであり患者の個別性を大切にした親身な
対応になっていないことが課題となった。「その人らしさ」を大切にした関わりとなるテーマを検討した。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数

小澤　美樹 看護師リーダー名
（職種）

回








